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案内者黒田直(静大理学部〉

湯山、

コース

巡検報

出火山と飛騨変成

八木祥文*

瞭(静大教育学部〉

、宮川、 、飽学生 5名

8月 1日立山駅

8月 2日 立山駅

立山火山一一一雄山一

サブ谷(常願寺JII上流〉付近吋州削除立山駅一一一時千寿ケ原称名)11湾岸

立山は富山県の飛蝿山脈中にそび

える浄土山、雄山、別山の三山を

わせて称 は雄山の北に連な

る 3，015mの大汝山である。これら

は飛嘩変成宗からできており火

山はない O 立山火山は

に出動した火山

近に火口の中心をも

ったといわれる O その

り陥没カルデラを

治冶らは 泥流の

あった O カルデラ内はその

く されると共にみくり

いる O
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1自白は室堂、みくりが池、地獄谷、みどりが池、ーの越峠、雄山、室堂と立山火山とその基盤の飛

を見ていくコースである O 早朝、富士電鉄立山駅に集合した一行は静関大学の学生と合流し、

ロープウェイで、弥陀ケ原台地の末端にある美女平訳におりたった。この台地は溶岩流、火砕流、軽石流

さ500m程堆積してできたもので、ロープウ L イの窓から安山岩の柱状第理の露頭が見られた O

女平からパスで一時間程台地上を走ると標高 2，500m の室堂に到着する O あいにく立山、剣の峰はガス

がかかりその雄姿を謹むことはできなかったが山肌に残る雪の上を吹き渡ってくる成はさすがにひんや

9として寒いくらいであった O 室堂平は盆地状の地形をしており、水蒸気壌発による爆裂火口のあとに

みくりが池、みどりがj也、地獄谷が神秘なたたずまいを見せている O 地裁谷は現在も水蒸気、硫気を噴

出しており地獄谷にくると死人に会えるという言い伝えもあれ信仰の山立山のー屈をみせている O 池

のほとりの草原には、ハイマツ、ミヤマハンノキの間を埋めるように高山植物が咲き、雷鳥が歩きまわ

っていた。室堂平から一行はーの越峠を経て立山の一蜂、雄山へ向かった。ーの越山は雄山、浄土山に

はさまれた標高 2，690mの鞍部で、ここで少し遅い昼食をとった O ーの越から一行は老体にむち打って

2，992 mの雄山を征服すべく、霧雨の中を漠上めざして出発したのである O かなり傭人差はでたけれど

もどうやら全員無事登頂に成功し、頂上の雄山神社に巡検の無事を街頭、したのである O 雄山は立山火山

の基耀を成す飛騨変成岩から成り、主に花崩閃緑岩質片蘇岩、眼球片蘇岩、角関石片蘇岩が見られる O

その飽に

た日に

、 ミグマタイト、スカノレ

と の

ている

られる O をあとにして、

2日目は

に向かった。

ブ谷付近の小さな

iに注ぐ小さな した沢を

の

流しながら登っていくと、銀球片昇率岩中にみご

とな球状岩が見られたO

球状岩をあとにして

名mの西岸でスカルン鉱物の採集をした。結晶

え膜下には

な山崎カーノレ、

まりも見られる。雄山から晴れ

が縫い誌を刻み、壮年期の

め典型的な氷河地形が

に緑色の透輝石、赤褐色の柘摺石、臼色の珪灰石の結晶が採集できる C 今回の巡検はここを

最後に午後 3時半頃解散した。
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